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チャレンジ多
文
化
家
族
と
そ
の
子
ど
も・

若
者
へ
の
支
援
体
制
を
整
備

神
奈
川
県
横
浜
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ

外
国
に
つ
な
が
る

子
ど
も
・
若
者
の
教
育
を
支
援

　
神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文

化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
（
理
事
長
：

武
一
美
氏
）
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
支
援
し
、
共
生
社
会
を
実
現
す
る
と
い
う
理

念
の
も
と
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
と
の
協
働
事
業

を
は
じ
め
、
県
内
の
関
係
機
関
や
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

連
携
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
多
角
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
平
成
７
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
立
ち
上

げ
、
平
成
23
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
経
て
、
令
和
元

年
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

　
主
な
事
業
は
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
と
の
協
働

事
業
で
実
施
し
た
「
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
た

ち
の
た
め
の
高
校
進
学
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
は
じ
め
、

高
校
入
試
に
関
す
る
情
報
を
多
言
語
（
10
言
語
）
で

翻
訳
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
、
外
国
に
つ
な
が

る
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
を
行
う
「
た
ぶ
ん
か
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
よ
こ
は
ま
」
を
運
営
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
高
校
で
の
人
権
や
在
留
資
格
に
関
す
る
研
修
、

大
学
や
国
際
交
流
団
体
で
の
多
文
化
共
生
に
関
す
る

研
修
な
ど
の
講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
～
３
年
度
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
版
『
多
文
化

子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
』
モ
デ
ル
事
業
」
を

実
施
し
た
。
同
事
業
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も

や
若
者
に
対
す
る
生
活
・
教
育
・
福
祉
等
の
包
括
的

支
援
を
実
施
し
、
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に
事
業
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
②
多
文
化
若
者
向
け
シ
ェ
ル
タ

ー
（
自
立
型
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）、
③
広
報
啓
発
事
業

を
実
施
し
た
。

　
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
事
務

局
長
の
高
橋
清
樹
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
当
法
人
は
、
平
成
7
年
か
ら
外
国
に
つ
な
が
る

子
ど
も
や
若
者
の
教
育
支
援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
子
ど
も
・
若
者
へ
の

支
援
は
多
様
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
け
皿
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
支
援
の
た
め
に
他
機
関
と
の
重

層
的
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。
と
く
に
、
多
文
化
家
族
の
子
ど
も
・
若
者
へ
の

支
援
の
仕
組
み
は
全
国
的
に
み
て
も
未
整
備
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
生
活
・

教
育
・
福
祉
等
の
包
括
的
支
援
を
行
う
こ
と
の
で
き

る
多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
実

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
令
和
元
年

度
よ
り
新
た
に
複
数
年
（
最
長
３
年
間
）
に
わ
た
り

支
援
す
る
「
モ
デ
ル
事
業
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
事
業
を
通
じ
明

ら
か
と
な
っ
た
課
題
や
、
社
会
的
に
認
知
が
進
ん
で

い
な
い
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
な

「
モ
デ
ル
」
と
な
り
得
る
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
の
モ
デ
ル
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

WAM助成
モデル事業

 WAM から ひと言

　全国規模での外国につながる子どもの高
校入試制度の調査や弁護士、通訳と協同で
在留相談会を実施する等、多様なネット
ワーク先に対して役割をうまく分担するこ
とで、支援体制の基盤強化ができてきたと
思われます。今後はシェルター等の施設も
活用し、困りごとを抱える外国につながる
若者との信頼関係を強化しながら、その後
の自立をサポートしていくことを目標とさ
れています。幅広いネットワークと豊富な
実績を持って、これからも外国につながる
子ども・若者の包括的支援が広がっていく
ことが期待されます。
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施
す
る
こ
と
で
、
実
施
体
制
や
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
モ
デ
ル
化
し
、
全
国
に
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
」（
以
下
、「 

」
内
は
高
橋
事
務

局
長
の
説
明
）。

居
場
所
・
学
習
支
援
・
相
談
を
基
盤
と
し
た

包
括
的
支
援
に
取
り
組
む

　「
多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
事
業

で
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
や
若
者
の
包
括
的

な
支
援
を
行
う
た
め
、
居
場
所
と
相
談
機
能
を
も
つ

日
本
語
や
教
科
学
習
の
教
室
を
実
施
し
た
。
生
活
・

教
育
・
福
祉
等
に
関
す
る
相
談
で
は
専
門
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
・
若
者
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。

　
事
業
の
実
施
場
所
は
、
横
浜
市
の
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅

の
駅
前
に
あ
る
商
業
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
、
学

習
支
援
教
室
「
み
ら
と
び
対
面
教
室
」
を
週
3
回
開

催
し
た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
を
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
「
み
ら
と

び
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
教
室
」（
週
１
回
）
も
あ
わ
せ
て
実
施

し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
学
習
教
室
の
利
用
実
績
は
、
年
間

１
０
８
回
の
開
催
で
延
べ
９
９
０
人
が
利
用
し
た
。

　
学
習
支
援
の
体
制
で
は
、
中
国
語
を
話
せ
る
ス
タ

ッ
フ
を
配
置
す
る
ほ
か
、
同
法
人
の
こ
れ
ま
で
の
活

動
で
つ
な
が
り
を
も
っ
た
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
多
言
語
で
の
対
応
を
行
っ
た
。

　「
外
国
人
支
援
で
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
る
支
援

機
関
が
あ
り

ま
す
が
、
外

国
に
つ
な
が

る
親
子
が
い

き
な
り
電
話

で
深
刻
な
相

談
を
す
る
こ

と
に
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
ま
す
。
と
く
に
親
は
、
来
日
し
て
在
留
資
格
の

問
題
な
ど
で
不
利
な
立
ち
位
置
に
い
る
こ
と
が
多

く
、
非
常
に
警
戒
心
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ま
ず
は
居
場
所
と
し
て
安
心
で
き
る
場
所
、

人
と
つ
な
が
る
場
所
を
つ
く
り
、
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
支

援
の
利
用
者
は
、
高
校
の
受
験
生
と
高
校
生
が
半
々

く
ら
い
で
す
が
、
高
校
に
進
学
で
き
て
も
中
途
退
学

率
が
日
本
人
と
比
べ
て
高
い
た
め
、
高
校
進
学
後
も

関
わ
り
な
が
ら
、
社
会
参
加
ま
で
つ
な
げ
て
『
グ
ロ
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「多文化子ども・若者支援センター」で実施す
る学習支援教室には、延べ 990 人の外国につ
ながる子どもが利用した

コロナ禍の影
響で失業や生
活困窮に陥っ
た若者への食
料支援を行う
ため、法人事
務所で食料の
箱詰め作業を
行う様子

認定NPO法人
多文化共生教育ネットワークかながわ
NPO版「多文化子ども・若者支援センター」モデル事業

令和元年度～令和3年度WAM助成モデル事業
助成額

令和元年度 512 万 4 千円
令和2年度　　 950 万円
令和3年度　　 854 万円

【事業概要】
　外国につながる多文化家族の子どもや若者に対し、生活・教育・福祉等の包括的
支援を関係機関との連携により、きめ細かく効果的に行うことのできる「多文化子
ども・若者支援センター事業」を実施し、モデルとして全国に広げることを目的す
る事業

【実施内容】
◆�多文化子ども・若者支援センター事業
外国につながる子どもや若者の包括的
な支援を行うため、居場所や学習支援
教室、相談機能を有した「多文化こども・
若者支援センター」を開設
◆多文化若者向けシェルター（自立型シ
ェアハウス）
家庭内の虐待や不和により、家を出ざ
るを得ない外国につながる若者の緊急
支援や自立に向けた一時的な避難場所
としてシェ
ルターを開
設し、対象
者の支援を
行う

◆広報啓発事業
事業の実践や成果を広く周知するた
め、フォーラムの開催やホームページ
上で外国につながる若者の教育相談を
含めた高校進学に関する多言語（10
言語）での情報発信を行う

事業概要

【成果】
◆ 3年目（令和 3年度事業）の多文化こども・若者支
援センターで実施した学習支援教室は、対面（週3回）
に加え、オンライン（週 1回）で開催し、延べ 990
人の外国につながる子ども・若者が利用した

　　相談支援では、センターや法人事務所で 205件の
教育相談に対応したほか、
目的別に高校の進学や進
路に関する相談会をはじ
め、小中学校の教員・支
援者向けの高校進学説明
会、在留相談会を開催。
センターでの相談を含め、
約1500人が参加した

◆令和3年3月に開設した多文化若者向けシェルターは、
令和4年度から運用を開始した。また、コロナ禍の影
響で失業や生活困窮に陥った若者に対する食料支援を
多文化ユースプロジェクトとの協働事業で実施した

◆広報啓発事業では、ホームページに10言語での高校
進学に関する情報発信を行い、利用者は約1400人、
閲覧回数は6万回を超え、広く情報を届けることがで
きた

　　オンラインで開催したフォーラム（全3回）には、
支援者や教育関係者など延べ293人が参加し、支援ネ
ットワークが拡大することにつながった

WAM助成
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ー
バ
ル
人
材
』
を
育
て
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
要
素

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

目
的
別
の
相
談
会
や
食
料
支
援
を
実
施

　
相
談
対
応
で
は
、
学
習
支
援
教
室
の
な
か
で
随
時

対
応
す
る
ほ
か
、
法
人
事
務
所
で
も
教
育
相
談
（
週

３
回
）
を
行
い
、
令
和
３
年
度
は
２
０
５
件
の
相
談

に
対
応
し
た
。
相
談
内
容
で
は
、
高
校
進
学
や
転
編

入
、高
校
進
学
後
の
進
路
・
進
学
、学
校
選
択
、在
留
資

格
に
関
す
る
相
談
が
多
く
、
在
留
資
格
の
相
談
で
は

弁
護
士
会
と
の
連
携
に
よ
り
個
別
対
応
を
行
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
目
的
別
の
相
談
会
と
し
て
、「
高

校
進
学
相
談
会
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
2
回
を
含
め
5
回
）、

「
高
校
生
向
け
進
路
相
談
会
」（
2
回
）、
小
中
学
校

教
員
・
支
援
者
向
け
の
高
校
進
学
説
明
会
（
オ
ン
ラ

イ
ン
3
回
）、
在
留
相
談
会
（
1
回
）
を
開
催
し
た
。

　
在
留
相
談
会
で
は
、
相
談
者
1
組
に
対
し
、
通
訳
、

弁
護
士
、法
人
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
で
対
応
し
た
。

家
族
滞
在
で
高
校
卒
業
後
の
就
労
に
関
す
る
在
留
資

格
の
変
更
に
つ
い
て
の
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

　
生
活
支
援
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
失
業

し
た
り
、
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
若
者
へ
の
食
料
支
援

を
「
多
文
化
ユ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
協
働
事

業
で
実
施
し
た
。

　「
多
文
化
ユ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
こ
れ
ま

で
同
法
人
か
ら
支
援
を
受
け
、
大
学
生
や
社
会
人
に

な
っ
た
外
国
に
つ
な
が
る
若
者
が
、
支
援
者
側
に
回

る
た
め
に
自
発
的
に
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、
食
料
支
援
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
、
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
若
者
に
対
し
、
49

件
の
食
料
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

自
立
に
向
け
た
避
難
場
所
と
し
て

シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
設

　
さ
ら
に
、
モ
デ
ル
事
業
で
は
家
庭
内
の
虐
待
や
家

族
間
の
不
和
な
ど
に
よ
り
、
家
を
出
ざ
る
を
得
な
い

外
国
に
つ
な
が
る
若
者
の
緊
急
避
難
や
自
立
に
向
け

た
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
多
文
化
若
者
向
け
シ

ェ
ル
タ
ー
を
開
設
し
、
対
象
者
の
支
援
を
行
っ
た
。

　
当
初
の
計
画
で
は
令
和
2
年
度
か
ら
シ
ェ
ル
タ
ー

の
運
用
を
開
始
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、

開
設
場
所
の
選
定
が

難
航
し
た
こ
と
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
実
質
的
な

運
用
は
令
和
4
年
度

か
ら
開
始
し
て
い
る
。

　「
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、

連
携
す
る
弁
護
士
会

が
所
有
す
る
横
浜
市
に
あ
る
古
民
家
を
改
築
し
て
整

備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。居
住
環
境
と
し
て
は
、

居
室
4
室
と
キ
ッ
チ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
な
ど
の
共
有
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
建
物
の
半
分
は
弁
護
士

会
の
事
務
所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
法
人
の
ス
タ

ッ
フ
を
含
め
、
日
常
的
に
見
守
り
が
で
き
る
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ル
タ
ー
は
保
護
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
支
援
を
受
け
な
が
ら
一
定
期
間
の

生
活
を
し
た
あ
と
は
、
自
立
し
た
生
活
を
し
て
も
ら

う
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
と
い
う
位
置
づ
け
で
考

え
て
い
ま
す
」。

　
現
在
は
、
家
庭
で
虐
待
を
受
け
た
南
米
ル
ー
ツ
の

女
子
学
生
が
利
用
し
て
お
り
、
同
法
人
・
弁
護
士
会
・

学
校
の
3
者
が
関
わ
り
、
家
族
間
の
関
係
修
復
を
図

り
な
が
ら
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

シ
ェ
ル
タ
ー
の
利
用
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ

は
多
く
、
高
い
支
援
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て

広
く
情
報
を
発
信

　
広
報
啓
発
事
業
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
外
国

に
つ
な
が
る
若
者
の
教
育
相
談
や
高
校
入
試
に
特
化

し
た
多
言
語
（
10
言
語
）
の
情
報
を
提
供
す
る
特
設

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
令
和
3
年
５
月
開
設
か
ら
の

利
用
者
数
は
約
１
万
４
０
０
０
人
、
閲
覧
回
数
は

６
万
回
を
超
え
、
必
要
な
情
報
を
広
く
発
信
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
事
業
の
実
践
や
成
果
を
広
く
周
知
す
る

た
め
、フ
ォ
ー
ラ
ム（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）を
3
回
開

催
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
①
外
国
に
つ
な
が
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
保
障
、
②
外
国
人
生
徒
や
入
試

に
関
す
る
調
査
結
果
や
課
題
の
報
告
、③
教
育
相
談
・
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在留相談会は、在留資格の変更などの相
談に対し、弁護士、通訳、法人スタッフ
がチームとなり対応した

県内の夜間中学校と川崎市国際交流セン
ターで開催した高校進学相談会の様子

oka
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
在
留
相
談
の
報
告
や
日
本
の
入
管
制
度
に
関
す
る
状

況
や
課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

　
高
校
入
試
に
関
す
る
調
査
で
は
、
都
道
府
県
立
高

校
に
お
け
る
特
別
措
置
や
特
別
入
学
枠
の
有
無
や
枠

数
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
別
の
設
置
状
況
を
一
覧
表

に
ま
と
め
て
い
る
。

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
全
国
各
地
で
外
国
に
つ
な

が
る
子
ど
も
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
約
60
の
団
体
や

個
人
が
、
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
調

査
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
者

目
線
の
き
め
細
や
か
な
デ
ー
タ
の
集
計
・
分

析
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
と
の
パ

イ
プ
を
つ
く
る
こ
と
も
目
的
と
し
た
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
、
調
査
結
果
や
各
地
域
の
課
題

を
共
有
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
教
育
環
境
の
改
善
に
つ

な
が
る
の
か
、
参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
を

行
い
、
全
国
の
支
援
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

包
括
的
支
援
を
行
う
セ
ン
タ
ー
の

事
業
化
を
目
指
す

　
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
と
し
て
、
外
国
に
つ

な
が
る
子
ど
も
・
若
者
の
包
括
的
支
援
を

行
う
仕
組
み
づ
く
り
と
と
も
に
、
行
政
や

支
援
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制
を
構
築

し
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
広
く
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
』
を
実
施
し
、
支
援
体
制
の
整
備

や
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
こ
と
で
、

行
政
か
ら
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
・
若
者
の
包
括

的
支
援
を
行
う
セ
ン
タ
ー
の
運
営
依
頼
に
対
し
、
い

つ
で
も
実
施
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
は
、
行
政
か
ら

委
託
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
て
い
く
と

い
う
モ
デ
ル
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
モ
デ
ル
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
神
奈
川
県
教

育
委
員
会
か
ら
、
外
国
に
つ
な
が
る
若
者
の
高
校
進

学
後
の
中
退
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
将
来
的
に
日
本
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
高
校
生

向
け
の
日
本
語
学
習
教
室
の

運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
川
崎
市
で
運
営
を
開

始
し
、
今
後
は
県
内
3
カ
所

に
増
や
し
て
い
く
予
定
だ
と

い
う
。

　
行
政
や
関
係
機
関
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
外

国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
・
若

者
の
包
括
的
支
援
を
実
施
す

る
同
法
人
の
取
り
組
み
が
全

国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

　当法人は、単年度の WAM 助成を活
用した経験もありますが、今回は 3 年
間のモデル事業として実施しました。こ
れにより NPO としての力を高める効果
があったと考えます。3年間あることで、
基盤が安定するとともに、その期間に財
政基盤の見直しができることは大きかっ
たと思います。モデル事業を通じてネッ

トワークが拡大したことに伴い、委託事業や寄付金、講師業務
などが増え、自立して事業を運営することができています。
　WAM 助成への要望としては、助成を受けた団体同士がつな
がり、互いに情報交換ができる仕組みをつくることで、支援団
体のネットワークや支援の幅も広がると思います。その仲介を
WAM が担うことで、スムーズに連携を進めることができるの
ではないかと考えています。

認定 NPO 法人多文化共生教育ネットワークかながわ
事務局長　高橋  清樹氏

互いに情報交換できる
仕組みづくりを要望

〒 247−0007  神奈川県横浜市栄区小菅ヶ谷 1−2−1
地球市民かながわプラザ NPO のための事務室内

T E L： 045−896−0015
F A X： 045−896−0015
U R L： https://me-net.or.jp
設　　立：平成 7 年 4 月
理 事 長：武　一美

◆団体概要
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令和 3 年 3 月に開設したシェ
ルター（自立型シェアハウス）
は、古民家を改修して個室 4
室と共用スペースを設置した

oka
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